
                              

 

 

 

早いものであっという間に２月を迎

え、冬本番となりました。冷え込みも厳

しくなるようです。昔から「行く１月、

逃げる２月、去る３月」と言われるよう

にこの年明けから年度末までの３か月

は駆け抜けていくような速さで時が過

ぎていきます。 

また、冬本番ですが、現在、インフル

エンザ等の感染症罹患者はほとんどな

く、全般的に落ち着いて学習生活が進ん

でいます。ご家庭での予防の声掛けや取

り組みのおかげと感謝しています。 

 

 さて、今月の表題ですが、わたしがこ

の「人は何のために生まれてきたのか」

ということを時に触れ、折に触れ、考え

るようになったのは、このことをある先

輩と語り合ってからのことです。高校の

入学ぐらいから、「どうして自分はここ

にいるのだろう」、「生まれてきてよかっ

たな」、「役に立ちたいな」、「この先、不

安だな」などということは学生生活の進

学進級、卒業等の節目節目に、別れの悲

しさや出会いの喜び、達成感や挫折感も

味わいながら考えることがありました。

社会人になってからも同じです。その

時々のことがこの「人は何のために生ま

れてきたのか」ということに集約された

のです。それからは、考えたり、話した

り、思い起こしたりすることが頻繁にな

り数年が過ぎました。 

そして、今は「人は自分も含めて誰か

のために生まれてきたはずだ」と思って 

 

 

います。まだまだ思案中ですが…。 

「誰か」というのは、まず自分、家族、

仲間や友達、恋人、先輩や後輩、同僚、

そして受け持った子どもたち…等々、は

っきりと目に浮かんで分かる「誰か」か

もしれません。逆に見えない、分からな

い「誰か」かもしれません。ただ、きっ

と間違いなく「自分」は「誰か」の役に

立っている。今、生きていることに意味

や価値が必ずある、それはとても素敵な

ことだと考えるようになりました。する

と「自分」はもう当たり前で、「誰か」

という気持ちが大変強くなりました。 

なぜなら、「自分」が「誰か」のため

に生まれてきたのなら、「誰か」が「自

分」のために生まれてきてくれていると

も考えられ、自分も他者も誰もが大切な

人であることに気付かされたのだと思

います。「自分」にとっての「誰か」、「誰

か」にとっての「自分」、誰でもがかけ

がえのない人たちです。 

 

大人でも子どもでも、今も、これまで

も、そして、これからも周囲の人と様々

なことはあると思います。が、その中で

もよりよい人と人とのかかわりを求め、

心豊かに過ごしていくことはとても大

切なことなのではないでしょうか。 

子どもたちには３月までたっぷり仲

間とかかわり合って過ごして欲しいと

願っています。よりよりよい進級、卒業

に向けて、全教職員で、心も力も合わせ

てこれまで通り指導、支援して参ります。 

校長  松 井  敏                   
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人は何のために生まれてきたのか 

学校教育目標：未来社会を担う子 「よく考え 表現する子」 ◎「豊かな心をもつ子」 「たくましく鍛える子」 



 

２月の生活指導  生活指導部 
 

今月の目標｢言葉づかいに気を付けよう｣ 

 

 2月の生活目標は｢言葉づかいに気を付けよ

う｣です。『ふわふわ言葉、ちくちく言葉』とい

うキャッチフレーズを聞いたことはあります

か。相手の心が元気になったり楽しくなった

りする言葉を『ふわふわ言葉』、相手の心が痛

くなったり切なくなったりする言葉を『ちく

ちく言葉』と言います。場や相手に合わせた

り、相手を思いやったりする言葉づかいはど

のようなものなのか、単語ではなく文で話す

ことの大切さなどについて指導しています。 

令和小学校では、高学年、特に６年生が行事

や集会、様々な活動の中で全校の前で話をす

る場面がたくさんあります。代表で話してい

る高学年の話し方や言葉づかいを下級生の手

本にしながら、教室でも全校の前でも正しい

言葉づかいで話せるように指導しています。 

また、近年は、タブレット端末等を利用した

友達とのやり取りも増えていることから、情

報モラルを含め、電子機器上での言葉につい

ても指導しています。抑揚や表情に頼ること

ができない SNS上のやりとりには、十分な注

意が必要です。例えば、公園で遊ぼうというや

りとりの中で、「私も行く！」というメッセー

ジに対して｢何で来るの？｣というメッセージ

を送ったとします。「何を使って」と交通手段

を尋ねているのか、｢来ないでほしい｣と拒絶

しているのか、文字上では区別が付きません。

直接会わなくても教員や友達とやり取りがで

きる電子機器はとても便利ですが、直接会う

以上に相手のことを考え、思いやる必要があ

ります。送る前に内容を確認したり、伝えたい

気持ちと違う受け取られ方をしないか考えた

りして、気付かぬうちに他者を傷つけていな

いか、十分に考え、注意しなければなりませ

ん。 

言葉は生活を豊かにするものです。そのた

めに、大人が見本となる言葉づかいをするこ

とも大切です。子供たちの情報モラルも含め、

ご家庭でも一度話題にしてみてください。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ２月の学校行事 

１ 土  

２ 日  

３ 月 
体力向上月間③始 ふれあい月間始 

安全指導 委員会⑩ 

４ 火  

５ 水 特別時程 

６ 木 区 SC 

７ 金 都 SC 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 クラブ活動⑨（３年クラブ見学） 

１１ 火 建国記念の日 

１２ 水  

１３ 木 区 SC 

１４ 金 都 SC 

１５ 土 
中野区保幼小中連携教育の日 

第３回オープンキャンパス 

１６ 日  

１７ 月 クラブ活動⑩ 

１８ 火  

１９ 水  

２０ 木 区 SC 

２１ 金 都 SC 

２２ 土  

２３ 日 天皇誕生日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火 保護者会（３・４・５年）水曜時程 

２６ 水 卒業を祝う会・保護者会（６年） 

２７ 木 
体力向上月間③終 ６年生を送る会 

お別れたてわり遊び 区 SC 

２８ 金 
保護者会（１・２・こだま）水曜時程 都 SC 

ふれあい月間終 

※区の連絡等により、変更する場合があります。 

※今月の避難訓練は予告なしで実施いたします。 

スクールカウンセラーの勤務について 

 今年度の寺﨑の勤務は２月２８日（金）までとなります。

３月は佐々木のみとなります。相談予定のある方はお早め

にご連絡ください。 


